
海氷の厚さを長期連続・高精度で計る 

 
地球の気候変動を理解・予測するうえで、海氷をモニターすることは不可欠なコンポーネントであ

る。近年の衛星観測の進展により海氷の拡がりや密接度（密集度）は毎日かつグローバルにモニター

できるようになった。人工衛星により全球の海氷分布がモニターできるようになってから 30 年程経つ

が、北極海では夏の海氷面積が急速に減少している（10 年で 8－9％の減少：Comiso, 2006）。北極海

では海氷の厚さもこの 30－40 年で 30－40％減少しており（潜水艦のソナー観測：Rothrock et 

al.,1999）、地球温暖化が最も深刻に現れる海域・事象と言える。いくつかの数値モデルシミュレーシ

ョンでは、十～数十年後には北極の夏には海氷がなくなるというセンセーショナルな結果も出ている。 

 

図１: 海氷の密接度や漂流といった量は人工衛星で観測可能である

が、最も基本的な物理量である「海氷の厚さデータ」は、衛星の観

測からでは正確な値を得ることが（将来とも）難しいものである。

氷厚データに関しては、その平均的分布（気候値）さえもよくわか

っていない状況にある。長期連続した客観性の高い海氷厚データを

得るには、超音波氷厚計（Ice Profiling Sonar）を長期係留する方

法が現在もっとも有効な方法である。これは海水中に係留された測

器より発信した音波のエコー時間を用いて海氷の厚さを測定するも

ので、データ取得・データ処理ともに簡単ではないので、国際的に

もまだ限られた研究者にしか使われていない。  

 そもそも、南極やオホーツク海で

は海氷の厚さがどれくらいなのか、

ということ自体、定量的にはわかっ

ていないのが現状である。従って、

厚さがどう経年変動しているかに至

っては全くわかっていない。特に海

氷の体積を見積もるには、氷盤の厚

さだけではなく、rafting/ ridging

などの海氷の凹凸状況も知る必要が

ある。 現在、人工衛星による高度計

を用いて海氷厚をモニターすること

が考えられているが（Laxon et 

al.,2003）、現場観測のトゥルースが

不十分なので、十分な精度を得るま

でにはまだまだの状況である。 

 

海氷の厚さを長期連続して最も精

度よく測定できるのは、係留系によ

るIce Profiling Sonar（IPS）を用

いた観測である（図１参照）。この方

法では、係留点でしかデータは得ら

れないが、客観性・信頼性・精度と

もに高く、かつ時間的に分解能の高

い連続的なデータが取得できる。衛

星高度計による氷厚測定も、このよ

うなデータとのトゥルースが不可欠

である。また、同時にADCPによる海

氷の漂流速度も同時に取得すると、

両方のデータを組み合わせ、連続的

な海氷の形状データを得ることもで

き、海氷の凹凸状況も詳細に知るこ

とができる（図２参照）。 W我々北

大低温研グループはこのような高精

度の海氷データを測定・解析できる、

世界でも数少ないグループの１つで

ある。 

 

 

 



図２：オホーツク海北海道沖で IPS によって観測された海氷厚分布。(Fukamachi et al., 2006)  

 

係留系による氷厚観測は、オホーツク海サハリンポリニヤにおいても行っており、高精度の海氷厚

データと海洋データの同時取得に成功している。図３中段にあるように、薄氷（bar の部分）も精度よ

く検知されており、ポリニヤ（薄氷）出現時に、（海氷生成が活発になり）塩分が高くなる（図３下段）

というよい対応が得られている。このようなポリニヤでの高精度の海洋・海氷同時観測は世界でも初

めてである。当研究室では、同様な観測を 2009-2010 年に南極海ケープダンレー沖と北極チャクチ海

の沿岸ポリニヤにおいて実施予定である。観測に成功すると、衛星海氷観測のトゥルースしても、沿

岸ポリニヤ過程の解明のためにも、今まで得られることのなかった高精度の海氷データセットが得ら

れることになる。 

 

 
図３：オホーツク海サハリンポリニヤでの係留観測による、(上段) 海氷の漂流速度, (中段) 海氷の厚さ, (下

段) 水温(青色)と塩分(赤色), の時系列(2003/01/01－06/11). (Fukamachi et al.,2009) 
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